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シリーズ４上第１回 くわしい解説

基本 1 (1)

ワンポイント なれるまでは方眼紙に筆算をしてもよいですが，今後，白い紙でも書けるようにしましょう。

① ②

③ ④

⑤ ２４００×７０ を計算するのではなく， ⑥ １５００×４２０ を計算するのではなく，

０をとりのぞいて ２４×７ の計算をし， ０をとりのぞいて １５×４２ の計算をし，

そのあと，とりのぞいた０をくっつける。 そのあと，とりのぞいた０をくっつける。

０を３個とりのぞいてあったので，

正解は １６８０００。

０を３個とりのぞいてあったので，

正解は ６３００００。
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シリーズ４上第１回 くわしい解説

基本 1 (2)

ワンポイント ２けた以上の数でわるわり算になれていない人は，

「わり算１００題」http://www.suguru.jp//seminar/wari100.htm

などで練習しておきましょう。
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シリーズ４上第１回 くわしい解説

基本 1 (3)

ワンポイント かけ算なのかわり算なのかをよく考えること。

たとえば１人６０円ずつ４人から集めると，６０×４＝２４０（円） のように，かけ算になります。

この問題も同じように，かけ算になります。 ４３５

× ３９

４３５×３９＝１６９６５（円）。 ３９１５

１３０５

１６９６５

基本 1 (4)

ワンポイント かけ算なのかわり算なのかをよく考えること。

たとえば１さつ６０円の本を４さつ買うと，６０×４＝２４０（円） のように，かけ算になります。

この問題でも同じように，かけ算になります。 １４

× ２５

１４００×２５０ のかけ算は，０をとりのぞいて １４×２５ の計算をして， ７０

そのあと，とりのぞいた０をくっつけます。 ２８

３５０

１４００ からは０を２個とりのぞき，２５０ からは０を１個とりのぞくので，

０を合計３個とりのぞいて，計算することになります。

０を３個とりのぞいたかけ算は，１４×２５＝３５０ になりますから，正解は，３５０に０を３個くっつけた，

３５００００（円）です。

（注意） １４×２５ の計算は３５０になり，すでに０が１個くっついています。このことを忘れて０を３個く

っつけたら，３５０００ という答えになってしまい×になります。０は合計４個になることに注意し

ましょう。
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シリーズ４上第１回 くわしい解説

基本 1 (5)

ワンポイント かけ算なのかわり算なのかをよく考えること。

右の図のように，７２まいを６つに分けることになりますから，

わり算になります。

７２÷６＝１２ ですから，１人がもらうカードは１２まいになります。

基本 1 (6)

ワンポイント あまりがあると，どうしなければいけないかを考えよう。

右の図のように，１３５人を２４人ずつ，バスに乗せます。

１３５人の中に，２４人が何回入っているかということに

なりますから，わり算になります。

１３５÷２４＝５ あまり １５ ですから，

１３５人の中に，２４人が５回入っていて，１５人あまります。

しかしながら，正解は５台ではありません。

なぜなら，あまっている１５人を，バスに乗せないわけにはいかないからです。

あまっている１５人のために，バスがもう１台必要です。

よってバスの台数は，５＋１＝６（台） になります。

７２まい

０
１２

１２
７２６
６
１２
１２

１３５人

２４人２４人

５
１３５２４
１２０
１５
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シリーズ４上第１回 くわしい解説

基本 2 (1)

ゆう子さんは，１個４５円のミカンを１８個買いました。

もし，２個だけ買ったとしたら，４５×２＝９０（円）になります。

１８個買った場合も，やはりかけ算になります。

４５×１８＝８１０（円）。

基本 2 (2)

ゆう子さんは１個４５円のミカンを１８個買って，(1)で求めたように８１０円ぶん払いました。

１０００円を持っていったのですから，残ったお金は １０００－８１０＝１９０（円）になります。

４５
１８
３６０

×

４５
８１０
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シリーズ４上第１回 くわしい解説

基本 3 (1)

はじめにあった折り紙は１６０まいでした。

子どもたちに配ったら，４まいあまりました。

よって，配ったまい数は，１６０－４＝１５６（まい）です。

基本 3 (2)

(1)で求めたように，配ったまい数は１５６まいです。

１人に１２まいずつ配ったのですから，

１５６まいの中に，１２まいが何回入っているかを考える

ことになり，わり算になります。

１５６÷１２＝１３ ですから，子どもは１３人いたことになります。

１６０

１２ ４１２

配ったまい数

１６０

１２ ４１２

１５６

１５６１２
１２
３６

１３

３６
０
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シリーズ４上第１回 くわしい解説

基本 4 (1)

１週間は７日間ですから，２週間で ７×２＝１４（日間）です。

１日に２４題ずつ，１４日間といたのですから，宿題は，

２４×１４＝３３６（題）あったことになります。

基本 4 (2)

(1)で，宿題は全部で３３６題あることがわかりました。

この３３６題を，１２日でとき終わるには，１日何題ずつとけば

よいかという問題です。

３３６題を，１２個に分けることになるので，わり算になります。

３３６÷１２＝２８ ですから，毎日２８題ずつとけばよいことになります。

３３６ ２８
３３６１２
２４
９６
９６
０

２４
１４
９６

×

２４
３３６



- 9 -

シリーズ４上第１回 くわしい解説

練習 1 (1)

正しい計算 … ある整数に１２をかける。

まちがった計算 … ある整数を１２でわったので，商が２７で，あまりが３になる。

※わり算の答えのことを，「商」といいます。
しよう

「まちがった計算」において，ある整数を１２でわると，商が２７で，あまりが３というのは，

ある整数の中に，１２が２７回入っていて，あと３あまる。

という意味です。

図にすると，右の図のようになります。

１２が２７個で，１２×２７＝３２４ です。

３あまっているので，ある整数は，３２４＋３＝３２７ になります。

練習 1 (2)

(1)で，ある整数は３２７であることがわかりました。

正しい計算は，

ある整数に１２をかける。

という計算ですから，３２７×１２＝３９２４ になります。

ある整数

１２ １２ １２ ………

２７回

１２
…… ３
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シリーズ４上第１回 くわしい解説

練習 2 (1)

太郎君は，毎日１４ページずつ読んで，１２日目に１０ページ読んで読み終わりました。

ということは，１日目から１１日目までの１１日間は，毎日１４ページ読んだはずです。

１１日目までで，１４×１１＝１５４(ページ)読みました。

１２日目にあと１０ページ読んで読み終わったのですから，本のページ数は，１５４＋１０＝１６４(ペー

ジ)になります。

練習 2 (2)

(1)で，本のページ数は１６４ページであることがわかりました。

(2)では，花子さんがこの１６４ページの本を，毎日１８ページずつ読んでいきます。

１６４ページの中に，１８ページが何回入っているかということですから，わり算ですね。

１６４÷１８＝９ あまり ２ ですから，１６４ページの中に，１８ページは９回入っていて，あと２ページあ

まります。

よって，花子さんは毎日１８ページずつ読んでいって，９日目まで読んだときに，あと２ページあまって

いることになります。

残りの２ページを読むのは，次の１０日目です。

よって，花子さんは１０日目に読み終えたことになります。
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シリーズ４上第１回 くわしい解説

練習 3 (1)

３１５人のうち，長いすにすわれなかったのは２７人ですから，すわれたのは ３１５－２７＝２８８（人）で

す。

２８８人が，長いすに６人ずつすわったのですから，長いすの数は，２８８÷６＝４８（きゃく）です。

練習 3 (2)

(1)によって，長いすの数は４８きゃくであることがわかりました。

この４８きゃくを半分にすると，４８÷２＝２４（きゃく）です。

全体の半分の長いすである２４きゃくには，８人ずつすわらせたわけです。

２４きゃくに８人ずつすわらせると，８×２４＝１９２（人）がすわれます。

全部で３１５人いるのですから，残りの人数は，３１５－１９２＝１２３（人）

です。

この１２３人を，残りの長いすに７人ずつすわらせていきます。

１２３人を７人ずつすわらせていくのですから，わり算になります。

１２３÷７＝１７ あまり ４ ですから，１７きゃくに７人ずつすわり，

あと４人があまります。

あまっている４人も，長いすにすわらせないといけないので，

もう１きゃくが必要になり，結局１７きゃくではなく，１７＋１＝１８（きゃく）が必要になります。

２４きゃくのうち，１８きゃくにはすわらせるのですから，だれもすわっていない長いすは，

２４－１８＝６（きゃく）できます。

４８きゃく

……

２４きゃく

…

２４きゃく

…

２４きゃく

…

２４きゃく

…８ ８ ８

２４きゃく

…

２４きゃく

…８ ８ ８

１９２人

２４きゃく

…

２４きゃく

…８ ８ ８

１９２人 １２３人

７ ７

１２３

７ ７ ７ …
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シリーズ４上第１回 くわしい解説

練習 4 (1)

右図のように，テントは２６はりありました。

１はりのテントに８人ずつとまることにしたら，５人だけのテントが

１はりと，だれもとまらないテントが２はりできました。

ちゃんと８人ずつとまるテントは，２６－３＝２３（はり）です。

整理すると，次のようになります。

８人ずつとまるテントが２３はりある。

５人とまるテントが１はり。

だれもとまらないテントが２はり。

８人ずつとまるテントが２３はりで，８×２３＝１８４（人）がとまっています。

ほかに，５人とまるテントが１はりあるので，キャンプに参加する人数は，１８４＋５＝１８９（人）になりま

す。

練習 4 (2)

(1)で，キャンプに参加する人数は１８９人であることがわかりま

した。

この１８９人を，１はりのテントに６人ずつとまることにするのです。

これは，１８９人の中に，６人が何回入っているかという，わり算になります。

１８９÷６＝３１ あまり ３ ですから，３１はりと，あと３人があまります。

あまっている３人にも，テントをあたえないとかわいそうですから，結局，３１＋１＝３２（はり）のテントが

必要になります。

テントは２６はりあったのですから，あと，３２－２６＝６（はり）のテントが必要です。

８８ …… ８ ５

６６

１８９人

……

２６はり
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シリーズ４上第１回 くわしい解説

練習 5 (1)

お菓子を１７０個買いたいのですが，できるだけ１２個入りの

箱につめるのですから，右図のように，１７０個を，１２個ずつに

箱づめすることになり，わり算になります。

１７０÷１２＝１４ あまり ２ ですから，１２個入りの箱は１４箱できて，２個が箱に入らないことになりま

す。

練習 5 (2)

箱代については，次のようなことが書いてありました。

・箱代は５０円。

・１１箱以上買うと，１１箱目からは箱代が半額になる。

(1)では，箱は全部で１４箱必要なことがわかりました。

１４箱のうち，１０箱は箱代が５０円。 → ５０×１０＝５００（円）。

１１箱目から１４箱目までの４箱は，箱代が半額になり，５０÷２＝２５（円）。→２５×４＝１００（円）。

箱代は全部で，５００＋１００＝６００（円）になります。

お菓子１個は７０円なので，１７０個では，７０×１７０＝１１９００（円）です。

箱代は６００円，お菓子代は１１９００円ですから，代金は全部で，６００＋１１９００＝１２５００（円）に

なります。

１７０

１２ １２


